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項目/年度 2016年度(H28) 2017年度(H29) 2018年度(H30) 2019年度(R1) 2020年度(HR2) 平均

熊本県全献血数 62,091 70,344 71,765 74,399 77,069 71,134

※LC実績報告献血数 7,361 7,883 8,363 9,176 8,300 8,217

日赤プラザ献血数 15,856 15,510 16,841 18,688 20,328 17,445

下通献血R献血数 14,918 21,127 20,206 20,643 20,738 19,526

20歳未満献血数 3,983 4,727 4,880 4,733 3,838 4,432

※20歳以下献血比率 6.4% 6.7% 6.8% 6.4% 5.0% 6.2%

肥後東LC動員名簿数 記録なし 1,024 604 349 307 571

肥後東LC献血数※1) 688 1,073 740 450 429 673

熊本大地震 三献委員長L内田

※1) 日赤血液センター報告          　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                   　資料提供:日赤血液センター2021.8.25

                                    ≪熊本県献血数実績≫
 

6ZC     新型コロナウィルス感染拡大



 

1) 2019 年→2020 年の全体献血数増加の要因 

 新型コロナウイルス感染拡大を受け、2020年 4月 16日、全国に緊急事態宣言が発令されました。 

 企業や大学、商業施設等で献血の受入れ中止が相次ぎ、全国的に輸血用血液の不足が見込まれたため、 

 テレビやラジオ、新聞等で大々的に報道 され、多くの献血者にご協力をいただくことができました。 

 また、近年は 2016年度の熊本地震で献血から遠のいた方が大勢おられ、少しづつ回復しているところで

した。 

     

2) 2018 年→2020 年日赤プラザ血数増加の要因  

 近年、医療機関において血漿分画製剤の使用量が全国的に急拡大しているため、成分献血者の確保が課

題となっています。そのため、平日献血や複数回献血キャンペーンを実施し、多くの方にご協力をいた

だくことができました。 

      

3) 2018 年～2020 年下通献血 R の安定的な献血数☞限界点? 

 本来であれば、22,000人以上のご協力をいただきたいところですが、近年は郊外各地に商業施設が出来

たことや、繁華街は建物の老朽化による建替え（パルコ等）、新型コロナウイルスの影響もあり、下通り

の通行量が激減しています。 

 2020年度は、コロナの影響により献血ルーム前でのイベントやライオンズクラブ様の呼びかけ等も 

 中止になり、今後も収束するまでは厳しい状況が続くかと思いますが、高校生や大学生の献血ルームへ

の誘導や周辺企業への献血依頼等を実施し、献血者確保に努めたいと思っています。 

       

4) 20 歳未満の献血数比率の伸び悩み☞高校/大学への壁とは  

 近年は県内の高校や大学で献血セミナーや献血を強化してきましたが、2020年度は新型コロナの影響に

より実施できなかったり、 

 熊本市以外の高校ではクラスを大幅に減らさなければならないほど、少子化が進み、献血を実施するこ

とも厳しくなっています。 

 一方、厚生労働省が献血経験者を対象に実施した調査では、多くの人が「高校での集団献血がその後の

献血への動機付けに有効」と考えていることが分かっていますので、引き続き高校や大学でのセミナー

や献血、献血ルームへの誘導を図ってまいります。 

      

5) 熊本県内年間必要献血数=73,000 以上?  

 年々、分画製剤の供給が伸びておりますので、特に成分献血については増加傾向にあり、県内の 2021年

度の目標は 74,379 人（200ｍL献血 1.009人、400ｍL献血 51,274 人、成分献血 22,096人）となってい

ます。 

【日赤血液センター推進課課長 早川和男様より回答 2021.8.25】 

 

 

 

 

 

 

 



◇検証提案 

 

 

【Lions としての改善の提案】 

 

1) 下通献血 ROOM-COCOSA 前での呼掛け活動=PR 活動の場として利用 

実績資料から判断し、熊本で最も通行量の多い場所での呼掛け活動では、献血 ROOM の所在地(COCOSA-

5F)の周知には繋がり、献血リピーターへの献血するきっかけ作りにはなっているようだが、新規献血者の獲得

には繋がってないように思われる。献血 ROOM での多くは、献血リピーターの方が殆どでは、新規献血者は、

少ないと判断する。災害やコロナ禍の中でも一定の献血件数を確保できているのは、成分献血への推進を日

赤血液センター職員が提案している結果と思われる。 

そこで、Lions としては、通行量のメリットを活かし一般市民への献血に対する関心度を高める活動を中心に、

献血に関するパネル等を路上展示することを提案し、啓蒙用のチラシも従来のものをアレンジして使い手渡し、

新規献血協力の後押しをする。 

 

2) 献血車使用の場合➡実施=献血増 

同様に献血に対する理解と関心を高める為にパネルの使用やチラシの配布を会場内で実施する。 

また、担当 LC の会員・会員関係各社への動員の呼掛けも実施し、受付名簿の作成をし、次回の呼掛けに活用

する。※リピーターの確保 

 

3) 日赤プラザは、献血車両の代替 

献血車両の準備が出来ない場合は、長嶺にある日赤プラザを活用したクラブ献血推進キャンペーンを実施す

ることも可能。その際には、日赤プラザ内にクラブ受付を設け、動員を依頼した方の受付をして日赤プラザ受付

の職員へ引継ぐ。クラブ受付をされた方を実績として報告。 

 

4) 学校関係➡底辺拡大の基盤作り 

上記表記載していることを各 LC と日赤血液センター献血推進課にて情報を共有する。 

 

献血現場/活動項目 受付 動員活動 PR活動 献血者数取扱い その他

献血車
日赤血液センター

主催LC
各LC=開催告知ポスター配布
クラブ内での関係者へ動員依頼

会場内での献血推進の啓蒙活動※ 献血者全員 ルーチンワークとして継続

下通献血ROOM -COCOSA5F 日赤血液センター
一般市民へのPR活動をメインとしクラ
ブ関係者へ動員を依頼

下通献血ROOMの場所の告知と案内　一般
市民への※PR活動

※実績報告の測定不可能にて課題と
する。クラブ受付名簿

現在の実施内容を洗い直し

日赤プラザ
日赤血液センター

主催LC
各LC=開催告知ポスター配布
クラブ内での関係者へ動員依頼

★リピーターにより新規献血者紹介特典 クラブ受付名簿 今後各LCにて検討

学校関係説明会
日赤血液センター

主催LC
LC関係者との学校との関係を確認し
アプローチ

※献血内容・仕組等献血啓蒙パネルの制作
◇学園祭/文化祭でのPR活動と献血活動

献血実施の場合は、担当LCへ
学校側とイベント企画案でのコラボを
考案

肥後東ライオンズクラブ
下通献血ROOM以外は

全て受付対応

◇オリジナルポスター2種×30を主要
各社へ配布
◇献血カバ-率45%➡80%  100名増

例会時に献血推進セミナー開催 クラブ受付名簿 啓蒙用パネル制作見積

日赤血液センター推進課
※献血内容・仕組等献血啓蒙パネルの制作
◇学園祭/文化祭でのPR活動と献血活動

Lions献血推進活動提案 肥後東ライオンズクラブ



 

 

 

◇直近の肥後東ライオンズクラブオリジナルポスター 

 

 
 

 



 


